
 

 

議案第１号  

 

 

霧島市国民健康保険税条例の一部改正について 

 

 霧島市国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

 

平成３０年２月１３日提出       

霧島市長 中 重 真 一       

 

 

 

 

 

霧島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 

霧島市国民健康保険税条例（平成17年霧島市条例第73号）の一部を次のように改正する。 

第２条第１項を次のように改める。 

前条の者に対して課する国民健康保険税の課税額は、世帯主及びその世帯に属する国

民健康保険の被保険者につき算定した次に掲げる額の合算額とする。 

⑴ 基礎課税額（国民健康保険税のうち、国民健康保険に関する特別会計において負担

する国民健康保険事業に要する費用（国民健康保険法（昭和33年法律第192号）の規定

による国民健康保険事業費納付金（以下この条において「国民健康保険事業費納付金」

という。）の納付に要する費用のうち、鹿児島県（以下「県」という。）の国民健康保

険に関する特別会計において負担する高齢者の医療の確保に関する法律(昭和57年法

律第80号)の規定による後期高齢者支援金等（以下この条において「後期高齢者支援金

等」という。）及び介護保険法（平成９年法律第123号）の規定による納付金（以下こ

の条において「介護納付金」という。）の納付に要する費用に充てる部分を除く。）に

充てるための国民健康保険税の課税額をいう。以下同じ。） 

⑵ 後期高齢者支援金等課税額（国民健康保険税のうち、国民健康保険事業費納付金の

納付に要する費用（県の国民健康保険に関する特別会計において負担する後期高齢者

支援金等の納付に要する費用に充てる部分に限る。）に充てるための国民健康保険税の

課税額をいう。以下同じ。） 

⑶ 介護納付金課税被保険者（国民健康保険の被保険者のうち、介護保険法第９条第２

号に規定する第２号被保険者であるものをいう。以下同じ。）につき算定した介護納付

金課税額（国民健康保険税のうち、国民健康保険事業費納付金の納付に要する費用（県



 

 

の国民健康保険に関する特別会計において負担する介護納付金の納付に要する費用に

充てる部分に限る。）に充てるための国民健康保険税の課税額をいう。以下同じ。） 

第２条第２項中「前項」の次に「第１号」を加え、同条第３項中「第１項」の次に「第

２号」を加え、同条第４項中「第１項」の次に「第３号」を加え、「（国民健康保険の被保

険者のうち介護保険法第９条第２号に規定する被保険者であるものをいう。以下同じ。）」

を削る。 

第３条第１項中「100分の9.5」を「100分の10.5」に改める。 

第５条中「23,200」を「21,400円」に改める。 

第５条の２第１号中「20,800円」を「22,000円」に改め、同条第２号中「10,400円」を

「11,000円」に改め、同条第３号中「15,600円」を「16,500円」に改める。 

第６条中「100分の3.4」を「100分の3.0」に改める。 

第７条中「8,400円」を「7,200円」に改める。 

第７条の２第１号中「7,400円」を「6,200円」に改め、同条第２号中「3,700円」を「3,100

円」に改め、同条第３号中「5,550円」を「4,650円」に改める。 

第８条中「100分の2.05」を「100分の2.2」に改める。 

第９条の２中「8,000円」を「8,900円」に改める。 

第９条の３中「5,100円」を「5,200円」に改める。 

第23条第１号ア中「16,240円」を「14,980円」に改め、同号イ（ア）中「14,560円」を

「15,400円」に改め、同号イ（イ）「7,280円」を「7,700円」に改め、同号イ（ウ）中「10,920

円」を「11,550円」に改め、同号ウ中「5,880円」を「5,040円」に改め、同号エ（ア）中

「5,180円」を「4,340円」に改め、同号エ（イ）中「2,590円」を「2,170円」に改め、同

号エ（ウ）中「3,885円」を「3,255円」に改め、同号オ中「5,600円」を「6,230円」に改

め、同号カ中「3,570円」を「3,640円」に改め、同条第２号ア中「11,600円」を「10,700

円」に改め、同号イ（ア）中「10,400円」を「11,000円」に改め、同号イ（イ）「5,200円」

を「5,500円」に改め、同号イ（ウ）中「7,800円」を「8,250円」に改め、同号ウ中「4,200

円」を「3,600円」に改め、同号エ（ア）中「3,700円」を「3,100円」に改め、同号エ（イ）

中「1,850円」を「1,550円」に改め、同号エ（ウ）中「2,775円」を「2,325円」に改め、

同号オ中「4,000円」を「4,450円」に改め、同号カ中「2,550円」を「2,600円」に改め、

同条第３号ア中「4,640円」を「4,280円」に改め、同号イ（ア）中「4,160円」を「4,400

円」に改め、同号イ（イ）中「2,080円」を「2,200円」に改め、同号イ（ウ）中「3,120円」

を「3,300円」に改め、同号ウ中「1,680円」を「1,440円」に改め、同号エ（ア）中「1,480

円」を「1,240円」に改め、同号エ（イ）中「740円」を「620円」に改め、同号エ（ウ）中

「1,110円」を「930円」に改め、同号オ中「1,600円」を「1,780円」に改め、同号カ中「1,020

円」を「1,040円」に改める。 

 

  



 

 

   附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、平成30年４月１日から施行する。 

（適用区分） 

第２条 この条例による改正後の霧島市国民健康保険税条例の規定は、平成30年度以後の

年度分の国民健康保険税について適用し、平成29年度分までの国民健康保険税について

は、なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

平成30年４月１日に持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部

を改正する法律（平成27年法律第31号）が施行され、国民健康保険法（昭和33年法律第192

号）が改正されることに伴い、国民健康保険については、都道府県が財政運営の責任主体

となり、市町村ごとの国民健康保険事業費納付金を決定するとともに、市町村が保険税を

賦課・徴収し、都道府県に納付金を納める仕組みに見直すこととされたことなどを受け、

本条例の所要の改正をしようとするものである。 


